
国際地域学部では、グローバルな環境で英語を使いこ

なして活躍できる学生の育成を目標とし、英語教育プロ

グラムのACE（Academic Communicative English）

を実施しています。英語によるコミュニケーション能力

を伸ばすのはもちろんのこと、英語を使って学ぶ中で

総合的な英語の力を伸ばすという考え方から命名し

たものです。現在、ACEプログラムには、英語を使っ

て学ぶ内容言語統合型学習（CLIL）を行う科目が整

備され、さらに専門科目における英語による学び

（EMS：English Medium　Studies）へとステップアッ

プできるようになっています。左のカリキュラム表の中

で英語名の科目がACE科目、次ページの表の中で

英語名の科目がEMS科目です。
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1年次

前期（1セメスター）

東アジアの
言語

Fundamental English B   
English Pronunciation   
Academic Vocabulary   
Fundamental Speaking
Reading ＆ Writing
Oral Communication B   
Listening
Practical Writing

Debate  
CALL English   
TOEFL English    
TOEIC English

TOEIC English   
Effective Learning   
Public Speaking

Creative Writing   
Extensive Reading    
Advanced Listening    
E-J Translation
Current English B     
Business Communication B

Project English B    
Radical Thinking

基礎中国語 Ⅱ　
基礎韓国語 Ⅱ

基礎中国語 Ⅲ
基礎韓国語 Ⅲ

体育実技 Ⅱ
社会調査法

フィールドワークA
フィールドワークB

基礎中国語 Ⅳ
基礎韓国語 Ⅳ

海外英語研修A（長期）

ネットワーク•
プレゼンテーション概論　
DTP•マルチメディア演習
自然とスポーツ
会計入門　
統計分析入門

ポストコロニアル研究入門
都市文化論

●卒業研究（通年）

Thesis 
Writing

●必修科目

2年次から4つのコースに分かれて、さらに展開科目を学びます。（15～16ページに科目名を記載してあります。）

Academic Writing   
Intensive Reading    
J-E Translation   
Current English A
Comprehensive Study Skills  
Business Communication A

Project English A     
Critical Thinking

基礎中国語 Ⅰ　　
基礎韓国語 Ⅰ

日本国憲法

地中海文化史

行政学
金融論
公共政策と財政

人文地理学　
地域社会論

簿記

海外英語研修A（長期）　
海外英語研修B（中期）

●Core English II   
Academic Reading ＆ Writing
Academic Speaking ＆ Listening

●Lecture II

●東アジアの諸言語

海外英語研修B（中期）

●Oral Communication A
English Grammar   
Fundamental English A

●Core English I

●Lecture I

海外実地研修（ロシア・
中国・韓国・東南アジア）

国際学B（世界の諸地域)国際学A（国際社会の課題）

特殊講義A
特殊講義B

特殊講義A
特殊講義B

新潟県の環日本海交流
新潟県の農産物と食品加工
新潟県の食生活

新潟県の地域計画とまちづくり
地域協働演習

ジェンダー論
法学　
食物と栄養の科学　
生活支援論

政治学入門
経済学入門

国際地域学C（地域政策）

異文化コミュニケーション論

新潟県の文化と社会
新潟県の子育て子ども家庭福祉

●アカデミック・リテラシー Ⅰ
体育実技 Ⅰ
情報リテラシー

アカデミック・リテラシー Ⅱ
体育講義

歴史学　
聖書学　
西洋音楽

●国際地域研究入門　
国際地域学A（国際関係）
国際地域学B（多文化共生)

哲学
教育学概論
社会学
科学技術論
情報システム工学
生活構造論

文学
心理学
日本経済事情
生命のしくみ

日本史　
美術

海外研修

基本技能

導入科目

フィールドワーク

コース科目

特殊講義

自由科目

卒 業 研 究

国際学

政治経済系
科目

地域社会系
科目

新潟学

歴史と文化

人間社会と
科学

後期（2セメスター） 前期（3セメスター） 後期（4セメスター） 前期（5セメスター）
前期
7

セメスター（ 　 ）
後期
8

セメスター（ 　 ）後期（6セメスター）

2年次 3年次 4年次

各国を訪問し、歴史や文化
の学習、専門に関係する施
設訪問などを行います。

日本語のアカデミックコミュ
ニケーションスキル向上の
ための科目。少人数に分か
れて、文献検索・討論・レポー
ト作成などを行います。

ACE科目は、特定のスキルの伸長を図るSk i l l s 
Classes、総合的にスキルの伸長を図るIntegrated 
C lasses、英語を使って学ぶ内容言語統合型の
Content　Classesの3つの科目群に分かれます。
ACEの必須科目は、習熟度を考慮したクラス編成で、英
語の4技能（読む・書く・聞く・話す）の基礎を身につけま
す。多彩なスキル別・目的別クラスから、それぞれのニー
ズに合った科目を選択履修します。

地域学の基礎となる政治経済のしくみや地域社
会の構造を読み解く基礎理論を学びます。

現地調査(フィールドワー
ク)により、国内外の地域に
ついて理解を深めます。

様々な分野の文化や文化圏について歴
史的視点から学びます。

人文、社会、法、自然科学、技術などの
様々な学問分野について学習します。

新潟県の現状と課題を学びます。

ホームステイによる異文化体験と語学研修などを行います。

国際地域学の入門科目です。

平成29年度入学者対象カリキュラム｜国際地域学部　国際地域学科　

国際と地域の複合的な領域を総合的に

学ぶことができます。それぞれの専門分野

に精通した教員が300を超える科目を開

設。バリエーションに富んだ科目群と魅力

あふれる授業内容で、豊かな知識を身に

つけることができます。履修コースを超え

た科目選択も可能。一人ひとりの学びた

いという心と個性を伸ばす、自由な科目選

択ができます。

集中した英語教育を実施します。習熟度

を考慮したクラス編成で、個性を重視した

プログラムを提供します。日本人9名、ネイ

ティブ・スピーカー5名の英語専任教員に

よる実践的英語教育を実施します。

SALC（Self　Access　Learning　Center）、

CALL（Computer-Assisted　Language 

Laboratory）教室などの充実した学習環境

を活用し、語学の自律学習を促進します。

また、アメリカ、カナダなどの大学で３～５

週間の英語研修を実施します。

１年次の導入科目「東アジアの諸言語」は、

全員必修です。２年次からはさらに選択制

の初習外国語としてロシア語、中国語、

韓国語を履修できます。希望者は集中的

に学べるカリキュラムでスキルアップが可

能です。２年次に週６コマ、その後４年次

まで多様な科目を用意し、そのうちの３分

の１はネイティブ教員が指導します。また、

各国の大学等で夏休みに行われる２～４

週間の語学研修に参加することもでき

ます。

イスラーム文化史　

CURRICULUM

幅広い知識を獲得し、

世界の人・国・文化を学ぶ。

行動力とグローバルな

視野を育む。

1
聞く・話す・理解する。

英語による

コミュニケーション能力を　

向上させる好環境。

2
語学で始めるパートナーシップ。

環日本海の拠点・新潟で、

ロシア・中国・韓国の東アジア

諸言語を学ぶ。

3

カリキュラ ム の 特 長
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